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〇会社名　　　ミヤマ精工株式会社

〇代表者名　　代表取締役社長　南澤　文明

〇所在地　　　本社工場　長野県千曲市大字雨宮2358-1

〇連絡先　　　TEL　026-272-8080（代）

　　　　　　　FAX　026-272-7878

〇環境保全責任者及び担当者

　　　　　　　最高責任者　　　　代表取締役社長　南澤　文明

　　　　　　　環境管理責任者　　取締役総務部長　南澤　哲子

〇事業内容　　各種製造装置部品の製造、組立及び加工販売

〇事業規模 (2023年9月30日現在)

2022年度 2023年度

売上 122千万円 123千万円

生産数 22,667個 20,867個

従業員数 53人 61人

延べ床面積 2086.55ｍ2 3979.72m2

1.組織の概要                                                                             
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・環境外部コミュニケーションの窓口

最

高

責

任

者

環

境

管

理

責

任

者

事

務

局

・環境経営に関する統括責任者

・環境経営システムの実施に必要な、人員、設備、費用を準備

・環境管理責任者の任命

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境目標・環境活動計画書・環境活動レポートを承認

・問題点の発見、是正、予防処置の確認及び評価

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境経営システムの構築、実施及び運用管理

・環境関連法規等の取りまとめ票の承認

・環境経営レポートの確認

・環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画、実施体制を従業員に周知

・全従業員に対する教育・訓練の実施

全従業員
・環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

2.対象範囲・実施体制                                                           

・環境経営システムの実施

・環境経営方針の周知

・関連する環境活動計画の実施及び達成状況の環境管理責任者への報告

・問題点の発見、是正、予防処置の実施

・環境関連法規の遵守状況の確認

・文書・記録の管理

・問題点の発見、是正・予防処置の確認及び評価、代表者への報告

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境管理責任者の補佐

・環境経営レポートの作成

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境活動の実績データ等の集計

EA21最高責任者

代表取締役社長 南澤 文明

EA21環境管理責任者

取締役総務部長 南澤 哲子

EA21推進委員会

主任

営業 生産管理 汎用 MC 研磨 組立 検査

EA21事務局
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3.環境経営方針

　我々人類の生活する地球環境の温暖化は、現存する地球の生命体すべてにおいて将来にわたり環境保全上の

　大きな支障となることは、環境基本法やエコアクション２１の基本理念を学ぶ事により理解できるところです。

　よって、当社は環境保全を事業活動の重要課題と認識し、自然環境が豊富なこの信州長野の地を次の世代に

　継承するべく、全社員が地球環境と地域社会の環境に配慮して発展して行くことを目指します。

１．      人と地球に優しい事業活動を行い、環境負荷の低減に努める。

２．      環境に関する法規制や地域との協定を遵守し業界上部団体の指針に基づき活動する。

３．      当社が行う環境活動は、以下の項目とする。

　　　　　１）工場、事務所等の省電力への取り組み

　　　　　２）生産活動に伴う廃棄物、排出物の削減及び再利用の取り組み

　　　　　３）製品運搬等、車両の燃料使用量削減の取り組み

　　　　　４）使用上水道の削減（工業用水の使用無し）

　　　　　５）グリーン調達の推進と、製造工程での環境を配慮した取り組み

制定　平成17年10月1日

改定　平成22年10月1日

ミヤマ精工株式会社

　代表取締役社長　　南澤文明

４．　本方針に基づき、環境目標を定め環境活動計画に沿って全社員が一丸となって活動し展開

　　　を図ると共に、定期的に見直しを実施する。

５．　本活動を全社員に周知徹底すると共に、本活動を示した環境経営レポートを作成し社外に

　　　公開する。
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環境経営目標

項目 内容 第48期(2021年度) 第49期(2022年度） 第50期(2023年度）

電気 277,518 247,512 251,791

自動車燃料 48,375 42,153 39,947

ガス（LPG) 550 525 527

ガス（LNG) 0 0 0

CO2総排出量 Kg-CO2 326,443 290,190 292,265

産業廃棄物 ｔ 70.6 66.8 80

一般廃棄物 ｔ 1.07 1.08 1.68

水 ｍ３ 628 605 623

エネルギー投入量

4.環境経営目標

①エネルギー投入量の目標値は前期実績に対して1%の削減を目標とする。

②水は製品の洗浄及び機械油が水溶性の為、水で薄めて使用するので、使用量が増加傾

向であるので各箇所に節水のポスターなどを提示し、各自細目に止め、より一層の節水

に心がけるように努力する。

③ガスは、加工品の洗浄で多量にお湯を使うので使用方法の徹底をする。

④廃棄物は当社の製造品が日々変わるため、精度の高い分別をし、リサイクル率を高

め、無駄のない材料取りをするように生産管理との連携を組み、日々努力することを目

標とする。共に、マニフェストの確認及び把握するように努力する。廃油に関しては油

の成分表及び安全データシートを仕入れ先より提供してもらい、社員全員で把握できる

ようにする。それによりいっそうの環境への知識を深めるようにする。

⑤CO２総排出量を全活動を通じての削減を推進する。

⑥環境教育は、講習会などに参加し、研修を受け、全社員に指導し、徹底する。
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・生産管理及び製造工程で素材のムダ、工程のムダ等を考え、環境を意識した製造方法を推進する

グ

リ

ー

ン

化

(

グ

リ

ー

ン

調

達

）

・購入品はグリーン化された商品を優先して購入する

・消耗品はリサイクル品またはリサイクル化される物を優先して購入する

5.環境経営計画

環

境

教

育

・各担当者は常に環境意識を持ち、担当に関わる研修会に積極的に参加する

・各担当者は学び得た知識を有意義に発揮し全社に教育及び指導する

・各社員エコアクション21の目標を提示し、努力を促す

・月初めの朝礼で再度各社員に節約の自覚を促す

・５S委員会を通し、他社の見学及び活動を社員に紹介し、環境意識を強める

廃

棄

物

〇切粉（スチール、アルミ、ステンレス）

・各種金属の切粉が排出されるが、精度ある分別をしてリサイクルする

〇紙

・普通紙、雑誌、新聞、ダンボール紙などの分別を徹底する

〇プラスチック

・リサイクル品なのでゴミとして出さぬように注意して分別する

〇その他

・アルミ缶、スチール缶、ペットボトルは自動販売機設置業者の管理である為、業者に

迷惑の掛かるような行為は慎むこと

・使用後のエンドミルは、ハイス、超硬、チップに分別し、リサイクルに回す

・冬季の早朝などストーブ使用時の温度設定のチェック

・担当が空調と伴わせて管理を行う

〇ガス

・コンロ及び瞬間湯沸かし器の効率の良い使用方法を工夫する

・アルゴンガスについても効率の良い使用方法を工夫する

水

〇上水道

・節水に努め環境マネージメントの向上を意識付けする

・切削油の管理を徹底し、入替え等が適切にできるようにする

〇ガソリン、軽油

・社用車の暖機運転の禁止

・不必要なアイドリングの禁止

・車両の定期的な点検及び省エネ運転の実行

・社用車の配車の工夫

〇灯油

目標達成のための経営計画

エ

ネ

ル

ギ

ー

〇電気

・電灯の節電、OA機器の電力削減に心がける

・エアー漏れのチェックをする

・室温管理の担当がチェックし空調の無駄遣いを抑制する

・工場現場：夏季26℃　冬季20℃（検査室　夏季22℃　冬季20℃）

・事務所及び食堂　夏季28℃　冬季20℃

・エアコンのフィルター清掃など3カ月に1回点検を各部署において行う

・毎月1日、10日、15日はノー残業デーとしているので、一斉退社を徹底する
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【環境経営目標の実績】

第47期(2020年度) 第48期(2021年度） 第49期(2022年度) 第50期(2023年度)

目標 364,619 277,518 247,512 251,791

実績 280,321 250,012 254,334 336,675

評価 〇 〇 × ×

目標 49268 48,375 42,153 39,947

実績 48862 42,578 40,351 36,948

評価 〇 〇 〇 〇

目標 442 550 525 527

実績 556 530 532 439

評価 × 〇 × 〇

目標 42 0 0 0

実績 0 0 0 0

評価 〇 〇 〇 〇

目標 414,371 326,442 290,190 292,265

実績 329,739 293,120 295,217 374,062

評価 〇 〇 × ×

目標 58.2 71 67 80

実績 71.4 67 81 70

評価 × 〇 × 〇

目標 1.49 1.07 1.08 1.68

実績 1.08 1.09 1.70 1.58

評価 〇 × × 〇

目標 617 628 605 623

実績 634 611 629 688

評価 × 〇 × ×

※産業廃棄物には廃油も含まれ、再資源化されている量も含まれている値で示している。

※購入電力の排出係数は、中部電力の2021年の0.449(kgーCO2/kWh)及びソーラージャパンの0(kg-

CO2/kWh)を使用。

水 l

産業廃棄物 t

一般廃棄物 t

6.環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果

　6-1環境経営目標の実績・取組結果

電力によるCO2

排出量

kg-

CO2

自動車燃料によ

るCO2排出量

kg-

CO2

ガス(LPG)(kg)によ

るCO2排出量

kg-

CO2

ガス(LNG)(kg)に

よるCO2排出量

kg-

CO2

上記CO2排出量

合計

kg-

CO2
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①電力によるCO2排出量

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

2022年度 16,230 15,493 22,560 28,349 37,972 24,545 18,376 11,069 15,307 21,628 19,438 23,366

2023年度 16,101 22,333 34,710 39,833 55,178 32,517 19,423 13,219 19,442 24,037 28,341 31,540

②自動車燃料によるCO2排出量

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

2022年度 3,653 3,349 3,734 2,799 3,148 3,270 3,280 3,297 4,335 3,360 3,404 2,720

2023年度 3,523 2,611 4,018 3,564 2,455 3,164 2,872 2,695 2,895 3,142 2,885 3,126

　6-1-1環境経営目標の取組結果及び次年度の取組

〇取組結果：未達成

→今期から組立工場の稼働もあり、実績の数字としては目標

未達成という結果になった。しかしながら2023年初めから約2

か月間、組立工場において装置の温度管理の徹底をしなければ

いけない案件があり、1日中エアコンを稼働していた期間があ

ることを考慮し、平均値を見ると達成出来ていたのではないか

と考えられる。

〇次年度の取組：引続き、無駄をなくし経費削減の徹底をして

いく。また次年度においては、組立工場屋根にソーラーパネル

を設置したので、その発電の影響も見ていきたいと思う。

〇取組結果：達成

→ムリ・ムダ・ムラのない行動が定着してきている

結果がみられる。

〇次年度の取組：ムリ・ムダ・ムラの運転を継続して

いく。

左のグラフは、2020年（第47期)のソーラーパネルがない時と

の変化の比較のグラフになる。2021年以降、本社・工場の屋根

にソーラーパネルを設置した。各年度の売上高と比較してみる

と2021年以降の方が売上があることから、ソーラーパネルの影

響は大きく反映されていると思われる。特に2020年と2021年は

だいたい同じくらいの売上高だったため、ソーラーパネルとの

影響が分かりやすくなっている。2023年10月からは、組立工場

屋根へもソーラーパネルを設置したので、来期に関してもソー

ラーパネル設置の影響を見ていきたいと思う。
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③ガス(LPG)によるCO2排出量

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

2022年度 39.1 41.6 50.3 52.2 68.9 57.8 54.7 39.1 44.1 29.8 26.7 28

2023年度 35.4 44.7 52.2 45.3 46.6 30.4 39.8 26.7 38.4 33 21.8 24.8

◆CO2総排出量

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

2022年度 18,055 17,130 24,510 29,778 39,632 26,111 19,976 12,496 17,106 23,160 21,153 24,972

2023年度 17,616 23,669 36,326 41,406 56,390 34,232 20,842 14,792 20,667 25,715 29,939 33,271

④産業廃棄物

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

2022年度 5,000 4,430 7,510 7,930 8,110 3,220 9,490 3,200 7,440 5,000 11,900 7,410

2023年度 6,655 2,290 13,135 5,400 7,460 5,105 6,860 5,170 3,695 3,570 4,790 5,990

〇取組結果：達成

→月によっては少し多くなっている月もあるが、売

上が少し増加していることを鑑みると妥当な結果だと

思う。

〇次年度の取組：引続き、無駄のないように徹底して

いく。

〇取組結果：未達成

→電気による排出量のみ未達なところから、未達成ではある

が許容範囲の数値だと思う。売上微増ではあるが、今期に関し

ては組立工場の稼働もあったことから、マイナスな結果ではな

いと考えられる。ソーラーパネルによる発電も考慮すると、だ

いぶCO₂排出量は抑えられてる。

〇次年度の取組：次年度は、本社工場及び組立工場の２つの

ソーラー発電の影響が比較できるようになるので、引続き無駄

のない行動を継続して比較していきたいと思う。

〇取組結果：達成

→生産管理においての無駄のない材料取りや不良削

減等の活動が反映されてきている結果が出てきている。

また、しっかりした分別も行い積極的にリサイクル出

来ている。

〇次年度の取組：継続して、活動をしていく。
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⑤一般廃棄物

⑥水

10月 12月 2月 4月 6月 8月

2022年 113 94 85 82 140 115

2023年 107 117 103 98 115 148

目標 実績

2021 1.07 1.09

2022 1.08 1.7

2023 1.68 1.58

〇取組結果：達成

→機密文書に関しては、保存期間が決まっているた

め、その時によって量が変わってきてしまうので、比

較が難しいが、前年度より減らすことが出来ていたの

で、良いと思う。

〇次年度の取組：書類の整理を徹底し、保存期間が過

ぎているものに関しては、しっかり処分をしていく。

〇取組結果：今期から、組立工場の緑化による植物へ

の水やり及び人員の増加等により増加がみられたと考

えられる。

〇次年度の取組：節水を継続し、無駄のない使用方法

の徹底をしていく。
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評価

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

6-2環境経営計画の取組結果とその評価及び次年度の取組

・事務所及び食堂　夏季28℃　冬季20℃

事務所PCからの熱

が多く中々設定どお

りには出来ていな

かった

◎

社員の体調等も考

慮し、適温を設定

していく

・アルゴンガスについても効率の良い使用方法を工夫する

・工場現場：夏季26℃　冬季20℃

                 （検査室　夏季22℃　冬季20℃）
設定の達成は出来た ◎ 継続していく

・エアコンのフィルター清掃など3カ月に1回点検を各部署に

おいて行う
行えた ◎ 継続していく

･毎月1日、10日、15日はノー残業デーとしているので、一斉

退社を徹底
ほぼ出来ていた 〇

一斉退社できる

ように強化して

いく

継続していく

継続していく

継続していく

継続していく

継続していく

・コンロ及び瞬間湯沸かし器の効率の良い使用方法を工夫する

継続していく

次年度の取組

継続していく

継続していく

・冬季の早朝などストーブ使用時の温度設定のチェック

節水に努められた

管理の徹底ができた

環境経営計画

エ

ネ

ル

ギ

ー

〇電気

水

〇上水道

・節水に努め環境マネージメントの向上を意識付けする

・切削油の管理を徹底し、入替え等が適切にできるようにする

〇ガソリン、軽油

管理出来た

工夫できた

使用頻度が少なかった

取組の結果

昼休憩中等消灯できていた

定期的にチェックしていた

暖機運転していなかった

出来た

点検等しっかりできた

徹底出来ていた

・電灯の節電、OA機器の電力削減に心がける

・エアー漏れのチェックをする

・社用車の暖機運転の禁止

・不必要なアイドリングの禁止

・車両の定期的な点検及び省エネ運転の実行

・社用車の配車の工夫

〇灯油

・担当が空調と伴わせて管理を行う

〇ガス
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評価

◎

◎

〇

可能な範囲で購入出

来ていた
継続していく◎

・消耗品はリサイクル品またはリサイクル化される物を優先

して購入

可能な範囲で出来

ていた
〇 継続していく

・各社員エコアクション21の目標を提示し、努力を促す

目標を提示し、達成

に向けて努力が出来

ていた

◎

目標を提示し、達

成に向けて活動し

た

開催できなかっ

た
〇

環境意識を継続し

ていく

・各担当者は学び得た知識を有意義に発揮し全社に教育及び

指導する
出来ていた 〇

引続き教育及び指

導していく

・生産管理及び製造工程で素材のムダ、工程のムダ等を考

え、環境を意識した製造方法を推進する

グ

リ

ー

ン

化

(

グ

リ

ー

ン

調

達

）

継続していく

次年度の取組

継続していく

継続していく

継続していく

継続していく

感染症予防の為、他

社の見学は

出来なかった

〇

部署毎に情報共有

することを大切に

していく

分別し、リサイクル

出来た
◎ 継続していく

廃

棄

物

・各種金属の切粉が排出されるが、精度ある分別をしてリサ

イクルする

リサイクル出来

た
◎ 継続していく

・５S委員会を通し、他社の見学及び活動を社員に紹介し、

環境意識を強める

◎

取組の結果

ムダのないよう

に工夫できた

促せた

◎

分別の徹底が出来た

リサイクル出来た

環境経営計画

・月初めの朝礼で再度各社員に節約の自覚を促す

〇切粉（スチール、アルミ、ステンレス）

〇紙

・普通紙、雑誌、新聞、ダンボール紙などの分別を徹底する

〇プラスチック

・リサイクル品なのでゴミとして出さぬように注意して分別する

〇その他

・使用後のエンドミルは、ハイス、超硬、チップに分別し、

リサイクルに回す

・各担当者は常に環境意識を持ち、担当に関わる研修会に積

極的に参加する

・購入品はグリーン化された商品を優先して購入する

環

境

教

育

業者の方に迷惑の掛

からないように分別

出来ていた

・アルミ缶、スチール缶、ペットボトルは自動販売機設置業

者の管理である為、業者に迷惑の掛かるような行為は慎むこ

と
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次年度目標

内容 項目 第47期(2020年度) 第48期(2021年度) 第49期(2022年度) 第50期(2023年度) 第51期(2024年度)

目標 364,619 277,518 247,512 251,791 333,308

実績 280,321 250,012 254,334 336,675

評価 〇 〇 × ×

目標 55,002 47,983 42,152 39,947 35,723

実績 48,468 42,578 40,351 36,084

評価 〇 〇 〇 〇

目標 442 550 525 527 435

実績 556 530 532 439

評価 × 〇 × ×

目標 0 0 0 0 0

実績 0 0 0 0

評価

目標 420,063 326,051 290,189 292,265 370,321

実績 329,345 293,120 295,217 374,062

評価 〇 〇 × ×

目標 58.2 70.6 66.8 80 69

実績 71.4 67.4 80.6 70.1

評価 × 〇 × 〇

目標 1.49 1.07 1.08 1.68 1.56

実績 1.08 1.09 1.7 1.58

評価 〇 × × 〇

目標 617 628 605 623 681

実績 634 611 629 688

評価 × 〇 × ×

自動車燃料による

CO2排出量

(kg-CO2)

ガス(LPG)による

CO2排出量

(kg-CO2)

ガス(LNG)による

CO2排出量

(kg-CO2)

上記CO2排出量

合計

(kg-CO2)

水

(l)

産業廃棄物

(t)

一般廃棄物

(t)

7.実績と次年度目標

電力による

CO2排出量

(kg-CO2)
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(1)当社に適用される環境関連法規

法令等の名称 項目 文書・記録 確認

環境基本法 事業者の責務 〇

循環型社会形成推進基本法 事業者の責務 〇

グリーン購入法 事業者の責務 〇

交付義務 〇

管理票交付状況の報告 〇

特定家庭用機器再商品化法 排出する場合、業者に適切に引き渡し 〇

自動車リサイクル法 使用済み自動車の所有者の義務 〇

労働安全衛生法 従業員の労働安全と健康保持 〇

消防法･火災予防例 指定数量未満の危険物の貯蔵･取扱い 〇

フロン排出抑制法 機器所有者によるフロン漏洩点検

3カ月に1回以上簡易点

検

点検・整備の記録

〇

〇遵守状況の確認及び評価の結果
・担当者が中心となり遵守状況についてチェックを行っている。

・電機に関しては、中部電気保安協会に委託し、月1回の点検を行っている

・問題及び関係当局より違反の指摘は過去3年間うけておりません。
〇違反、訴訟の有無

指定地域内での特定建設作業騒音･振動規制法 〇

・法規の違反及び訴訟等は、創業から現在まで1件もなく、近隣住民からのクレームなども1件も

ない。そして、毎年1年に1回地元の区長さんに会い、問題があるようなら連絡を頂ける関係を築

いている。

また、環境レポートは誰でも見れるようにしてある。

8.環境関連法規等の遵守状況の確認、評価の結果並びに違反、訴訟の有無

廃棄物処理法

廃棄物運搬・処分の委託契約
収集運搬及び処分業

者の許可証の確認

マニフェストの交付

回収・照合(発行後B2･D

票90日、E票180日以内)
〇

〇

A票･B2･D･E票

　5年間保存
〇

上記各票の送付期限日ま

でに送付されない場合は

適切な処置を講じ30日

以内に県知事に報告

・消防法等に関しては、長野県パトロールと委託契約しており、定期的に点検及び確認を行って

いる。

・エアコンフィルター及び室外機は、3カ月に1回担当者が確認し、点検表にて管理している。

〇

設置または変更は30日

前に市町村長に届け出
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9.教育・訓練実施結果及び概要

1)10月3日(朝礼にて）

〇概要 ・第49期エコ活動の報告及び反省

・第50期目標及び今後の方針の発表

〇担当：環境管理責任者 取締役総務部長 南澤 哲子

〇結果 エネルギー投入量1％の削減を目標にしてきたが、組立工

場の稼働もあり、数値としては増加傾向になってしまったが、次

年度は正確な数値が期待できる。個々のエコアクションの目標を

決め、壁に部署ごとに貼りだし、いつでも自分で確認できるよう

にし、１％削減を目指したい。

2)消防訓練は2023年12月8日に実施予定である。
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10.代表者による全体評価と見直し・指示

2023年12月1日

代表取締役社長　南澤文明

　本年度は、コロナの規制も解除され経済も回復基調に向かうこととなったが、ロシアとウクライナ紛争が収まらず、

また中東のイスラエルとハマスとの紛争が新たに勃発し、中国と台湾情勢も緊張が増し、世界全般では不安定な状況で

あった。そんな状況下で国内では円安の為替相場で推移し、原材料・電機・燃料などあらゆる物は値上がりし経営環境

は厳しいものとなった。売上は前年同様に確保できたが内容で的には厳しい状況であった。

　EA21の活動は活発に行ったが、残念ながらCO２排出量の目標は未達成となった。新たに稼働した組立工場での電気

使用量が増大したことが要因である。他の化石燃料使用量・ガス使用量・廃棄物に関しては削減が出来た結果となり、

相対的に考えるといい結果となったと思われる。新組立工場の電気使用量等予測が難しく目標達成にならなかったが、

本年度の結果を考慮し次年度にしっかりした行動を取りCO２排出量の削減に努める。

1．エネルギー投入量

　売上が前期同等、生産数は約一割減、人員が二割増（中途3名、新卒（4月入社）7名）の状況下で評価を出すのはな

かなか難しいが、電気使用量は新工場が竣工したことによる増加があった。新工場屋根に設置したソーラー発電も期中

の発0.2電器官が短く今後の効果を期待している。また冬季に超精密装置（消費電力が多い機種）の出荷前試運転が2か

月間あり、空調を24時間恒温に維持管理した影響も相当あり使用量の増になった。車の燃料は運用方法など前期からの

取組が一層反映され目標達成となった。人も増え何かと増加が見込まれるが節度ある使用と工夫で今後もエネルギー使

用量のより一層の削減に努める。

2.水資源使用量

　水資源使用量は残念ながら目標達成とならなかった。節水に努力しているが人員の増加分の2割がちょうど増加した

結果となった。加えて、夏季の猛暑により3台のスポットクーラーを導入したことにより水の使用も増えた要因となっ

た。それも含め使用削減に努める。

3.廃棄物

　廃棄物は目標達成となった。生産数減少により削減できた内容である。今後も廃棄する物が減少するように、工程及

び加工方法を工夫して取組むこととする。

4.環境教育

　ここ1年間で10名の新入社員があり、新入社員の教育の一環でEA21の教育もされたが、新入社員のEA２１活動の定

着化と現社員のマンネリ防止を兼ねて、再度教育指導を行う。特に新入社員にはSDGｓ・５Ｓ活動・チャレンジ20の

活動もＥＡ２１活動とリンクしていることを認識させ活動の活発化を図る。

5.グリーン化

　ＥＣＯ商品の積極的な導入を徹底する。新工場のソーラー発電の状況を把握し有効に活用する。

6.総括

　ＣＯ２排出量は目標達成とならず残念な結果となった。新工場の稼働・社員増を考慮するとＣＯ２排出量はそれなり

に制限できたと思われる。次年度は大きな変化もなく営業できる環境下になるので、目標に対しての結果が得られやす

い環境となるので、数字の推移をよく観察しＣＯ２排出量の削減に努めるよう努力する。
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